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(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、コシの弱い原稿や先端がカー
ルした原稿でも原稿先端を分離ニップに確実に進入させ
ることができる自動原稿給送装置及びこの自動原稿給送
装置を備えた画像形成装置を提供することである。
【解決手段】本発明に係る自動原稿給送装置３において
、原稿トレイ（原稿セット部）１３にセットされた原稿
束のうち最上位の原稿を給送する給紙ローラ（給紙部材
）３８と、この給紙ローラ３８に当接して設けられ最上
位の原稿を下位の原稿から分離する分離ローラ（分離部
材）３８とを備え、給紙ローラ３８と分離ローラ４０と
のニップに向けて原稿を案内するガイド部材３５を呼出
ローラ１５と給紙ローラ３８との間に支持している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿束をセットする原稿セット部と、原稿セット部にセットされた原稿束に当接して原
稿を送り出す呼出ローラと、呼出ローラにより送り出された原稿束から原稿を一枚毎分離
して給送する分離給送部とを備え、分離給送部は、最上位の原稿を給送する給紙部材と、
この給紙部材に当接して設けられ最上位の原稿を下位の原稿から分離する分離部材とを有
する自動原稿給送装置であって、給紙部材と分離部材とのニップに向けて原稿を案内する
ガイド部材を備え、ガイド部材は呼出ローラと給紙部材との間に支持されていることを特
徴とする自動原稿給送装置。
【請求項２】
　ガイド部材は軸支されており、給紙部材と分離部材とのニップに原稿を案内する案内位
置と、原稿セット部にセットされた原稿先端を規制する規制位置とに回動により移動する
ことを特徴とする請求項１に記載の自動原稿給送装置。
【請求項３】
　呼出ローラの保持部材を備え、呼出ローラは、保持部材が変位して、原稿に当接する当
接位置と当接位置上方の待機位置との間を移動するものであり、保持部材には係止部が突
設されており、ガイド部材は、呼出ローラが待機位置に位置するときに保持部材の係止部
により規制位置に係止されるようになっており、呼出ローラが待機位置から当接位置へ移
動するときにガイド部材と保持部材の係止部との係止が解除されて、ガイド部材が呼出ロ
ーラにより送り出された原稿により押されて規制位置から案内位置へ移動することを特徴
とする請求項２に記載の自動原稿給送装置。
【請求項４】
　給紙部材を駆動する駆動軸と、この駆動軸に回動自在に設けられ且つガイド部材を回動
自在に保持するアーム部材とを備え、保持部材は給紙部材の駆動軸を支点に回動可能に設
けられており、係止部はガイド部材基端部を係止する上係止部及び下係止部であり、下係
止部はガイド部材基端部の原稿搬送方向下流側の面よりも原稿搬送方向下流側に位置して
おり且つ上係止部はガイド部材基端部の原稿搬送方向上流側の面よりも原稿搬送方向上流
側に位置しており、且つ、上係止部と下係止部とはガイド部材基端部を挟んだ位置にあり
、ガイド部材に原稿先端を突き当てたときにはガイド部材基端部は上係止部と下係止部に
当接してガイド部材先端部の原稿搬送方向への回動が規制されており、保持部材の呼出ロ
ーラ側が下方へ回動したときに、下係止部がガイド部材基端部の下方に位置して、ガイド
部材基端部と下係止部との係止が解除されて、当接位置に移動した呼出ローラにより送り
出された原稿がガイド部材の先端側を押して、ガイド部材基端部が上係止部に当接しつつ
ガイド部材先端部が原稿搬送方向へ回動すると共にアーム部材のガイド部材側が上方向に
回動することによりガイド部材が案内位置に移動することを特徴とする請求項３に記載の
自動原稿給送装置。
【請求項５】
　給紙部材を駆動する駆動軸と、この駆動軸に支持されて且つガイド部材を回動自在に保
持するアーム部材とを備え、保持部材は給紙部材の駆動軸を支点に回動可能に設けられて
おり、係止部はガイド部材基端部を係止する下係止部であり、下係止部はガイド部材基端
部の原稿搬送方向下流側の面よりも原稿搬送方向下流側に位置しており、ガイド部材に原
稿先端を突き当てたときにはガイド部材基端部は下係止部に当接してガイド部材先端部の
原稿搬送方向への回動が規制されており、保持部材の呼出ローラ側が下方へ回動したとき
に、下係止部がガイド部材基端部の下方に位置してガイド部材基端部と下係止部との係止
が解除されて、当接位置に移動した呼出ローラにより送り出された原稿がガイド部材の先
端側を押してガイド部材が案内位置へ回動することを特徴とする請求項３に記載の自動原
稿給送装置。
【請求項６】
　ガイド部材先端部の回動を阻止する阻止部を保持部材又はアーム部材に備え、阻止部は
、給紙部材の外周よりも外側に且つガイド部材先端部の回動軌跡に位置しており、ガイド
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部材先端部が阻止部に当接すると原稿搬送方向への回動が阻止されることを特徴とする請
求項４又は５に記載の自動原稿給送装置。
【請求項７】
　装置本体に対し開閉可能なカバー部材と、ガイド部材先端部の原稿搬送方向への回動を
阻止する阻止部とを備え、阻止部は、保持部材又はアーム部材に設けられ給紙部材の外周
よりも外側に且つガイド部材先端部の移動軌跡に位置しており、ガイド部材先端部が阻止
部に当接すると原稿搬送方向への回動が阻止されるようになっており、アーム部材は給紙
部材の駆動軸に回動自在に設けられ且つガイド部材側が上方向に回動するように付勢部材
により付勢されており、ガイド部材基端部はガイド部材の回動支点よりも呼出ローラ側に
延出する延出部を有し、保持部材には延出部の上方に延出部に係合する係合部が設けられ
ており、カバー部材にはアーム部材のガイド部材側の上方への回動を規制する回動規制部
が装置内部に向けて突設されており、カバー部材を閉じているときは回動規制部がアーム
部材に当接してその回動を規制しており、カバー部材を開くとアーム部材のガイド部材側
が上方へ回動すると共に延出部が係合部に当接しガイド部材先端部が原稿搬送方向へ回動
して、ガイド部材先端部が阻止部に当接したときにガイド部材が係止されることを特徴と
する請求項５に記載の自動原稿給送装置。
【請求項８】
　装置本体に対し開閉可能なカバー部材を備え、給紙部材の駆動軸は装置本体に対して着
脱可能であり、呼出ローラを保持した保持部材と給紙部材とガイド部材は一体のユニット
として給紙部材の駆動軸に取り付けられており、カバー部材を開いて、このユニットを給
紙部材の駆動軸と共に装置本体に対して着脱可能であることを特徴とする請求項４～７の
何れか一項に記載の自動原稿給送装置。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか一項に記載の自動原稿給送装置を備え、この自動原稿給送装置に
より給送された原稿の画像を読み取って、読み取った画像を記録媒体に形成することを特
徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿セット部にセットされた原稿束を送り出しこの原稿束から原稿を一枚毎
に分離して給送する自動原稿給送装置と、この自動原稿給送装置を備えた画像形成装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載の自動原稿給送装置においては、原稿セット部にセットされた原稿束
を呼出ローラにより分離給送部に送り出して、分離給送部にて原稿を一枚毎に分離して給
送している。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－６７７６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、コシの弱い原稿や先端がカールした原稿が分離給送部に送られると、原稿先端
が分離ニップに進入できずに、原稿の不送りやジャムが発生する問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、コシの弱い原稿や先端がカールした原稿でも原稿先端を分離ニップ
に確実に進入させることができる自動原稿給送装置及びこの自動原稿給送装置を備えた画
像形成装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　前記課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、原稿束をセットする原稿セ
ット部と、原稿セット部にセットされた原稿束に当接して原稿を送り出す呼出ローラと、
呼出ローラにより送り出された原稿束から原稿を一枚毎分離して給送する分離給送部とを
備え、分離給送部は、最上位の原稿を給送する給紙部材と、この給紙部材に当接して設け
られ最上位の原稿を下位の原稿から分離する分離部材とを有する自動原稿給送装置であっ
て、給紙部材と分離部材とのニップに向けて原稿を案内するガイド部材を備え、ガイド部
材は呼出ローラと給紙部材との間に支持されていることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載された発明は、請求項１に記載の発明において、ガイド部材は軸支され
ており、給紙部材と分離部材とのニップに原稿を案内する案内位置と、原稿セット部にセ
ットされた原稿先端を規制する規制位置とに回動により移動することを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載された発明は、請求項２に記載の発明において、呼出ローラの保持部材
を備え、呼出ローラは、保持部材が変位して、原稿に当接する当接位置と当接位置上方の
待機位置との間を移動するものであり、保持部材には係止部が突設されており、ガイド部
材は、呼出ローラが待機位置に位置するときに保持部材の係止部により規制位置に係止さ
れるようになっており、呼出ローラが待機位置から当接位置へ移動するときにガイド部材
と保持部材の係止部との係止が解除されて、ガイド部材が呼出ローラにより送り出された
原稿により押されて規制位置から案内位置へ移動することを特徴とする。
【０００９】
　請求項４に記載された発明は、請求項３に記載の発明において、給紙部材を駆動する駆
動軸と、この駆動軸に回動自在に設けられ且つガイド部材を回動自在に保持するアーム部
材とを備え、保持部材は給紙部材の駆動軸を支点に回動可能に設けられており、係止部は
ガイド部材基端部を係止する上係止部及び下係止部であり、下係止部はガイド部材基端部
の原稿搬送方向下流側の面よりも原稿搬送方向下流側に位置しており且つ上係止部はガイ
ド部材基端部の原稿搬送方向上流側の面よりも原稿搬送方向上流側に位置しており、且つ
、上係止部と下係止部とはガイド部材基端部を挟んだ位置にあり、ガイド部材に原稿先端
を突き当てたときにはガイド部材基端部は上係止部と下係止部に当接してガイド部材先端
部の原稿搬送方向への回動が規制されており、保持部材の呼出ローラ側が下方へ回動した
ときに、下係止部がガイド部材基端部の下方に位置して、ガイド部材基端部と下係止部と
の係止が解除されて、当接位置に移動した呼出ローラにより送り出された原稿がガイド部
材の先端側を押して、ガイド部材基端部が上係止部に当接しつつガイド部材先端部が原稿
搬送方向へ回動すると共にアーム部材のガイド部材側が上方向に回動することによりガイ
ド部材が案内位置に移動することを特徴とする。
【００１０】
　請求項５に記載された発明は、請求項３に記載の発明において、給紙部材を駆動する駆
動軸と、この駆動軸に支持されて且つガイド部材を回動自在に保持するアーム部材とを備
え、保持部材は給紙部材の駆動軸を支点に回動可能に設けられており、係止部はガイド部
材基端部を係止する下係止部であり、下係止部はガイド部材基端部の原稿搬送方向下流側
の面よりも原稿搬送方向下流側に位置しており、ガイド部材に原稿先端を突き当てたとき
にはガイド部材基端部は下係止部に当接してガイド部材先端部の原稿搬送方向への回動が
規制されており、保持部材の呼出ローラ側が下方へ回動したときに、下係止部がガイド部
材基端部の下方に位置してガイド部材基端部と下係止部との係止が解除されて、当接位置
に移動した呼出ローラにより送り出された原稿がガイド部材の先端側を押してガイド部材
が案内位置へ回動することを特徴とする。
【００１１】
　請求項６に記載された発明は、請求項４又は５に記載の発明において、ガイド部材先端
部の回動を阻止する阻止部を保持部材又はアーム部材に備え、阻止部は、給紙部材の外周
よりも外側に且つガイド部材先端部の回動軌跡に位置しており、ガイド部材先端部が阻止
部に当接すると原稿搬送方向への回動が阻止されることを特徴とする。
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【００１２】
　請求項７に記載された発明は、請求項５に記載の発明において、装置本体に対し開閉可
能なカバー部材と、ガイド部材先端部の原稿搬送方向への回動を阻止する阻止部とを備え
、阻止部は、保持部材又はアーム部材に設けられ給紙部材の外周よりも外側に且つガイド
部材先端部の移動軌跡に位置しており、ガイド部材先端部が阻止部に当接すると原稿搬送
方向への回動が阻止されるようになっており、アーム部材は給紙部材の駆動軸に回動自在
に設けられ且つガイド部材側が上方向に回動するように付勢部材により付勢されており、
ガイド部材基端部はガイド部材の回動支点よりも呼出ローラ側に延出する延出部を有し、
保持部材には延出部の上方に延出部に係合する係合部が設けられており、カバー部材には
アーム部材のガイド部材側の上方への回動を規制する回動規制部が装置内部に向けて突設
されており、カバー部材を閉じているときは回動規制部がアーム部材に当接してその回動
を規制しており、カバー部材を開くとアーム部材のガイド部材側が上方へ回動すると共に
延出部が係合部に当接しガイド部材先端部が原稿搬送方向へ回動して、ガイド部材先端部
が阻止部に当接したときにガイド部材が係止されることを特徴とする。
【００１３】
　請求項８に記載された発明は、請求項４～７の何れか一項に記載の発明において、装置
本体に対し開閉可能なカバー部材を備え、給紙部材の駆動軸は装置本体に対して着脱可能
であり、呼出ローラを保持した保持部材と給紙部材とガイド部材は一体のユニットとして
給紙部材の駆動軸に取り付けられており、カバー部材を開いて、このユニットを給紙部材
の駆動軸と共に装置本体に対して着脱可能であることを特徴とする。
【００１４】
　請求項９に記載された発明は、請求項１～８の何れか一項に記載の自動原稿給送装置を
備え、この自動原稿給送装置により給送された原稿の画像を読み取って、読み取った画像
を記録媒体に形成することを特徴とする画像形成装置である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ガイド部材により原稿を給紙部材と分離部材とのニップ（分離ニップ
）に案内するので、コシの弱い原稿や先端がカールした原稿でも原稿先端を分離ニップに
確実に進入させることができる。従って、原稿の不送りやジャムを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、添付図面（図１～図８）を参照して本発明の第１実施の形態を詳細に説明する
。尚、図１は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
ガイド部材により原稿を分離ニップに案内している状態を示す図である。図２は本実施の
形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガイド部材により原稿
先端を規制している状態を示す図である。図３は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の
分離給送部周辺の縦断面図であり、ガイド部材と保持部材との係止が解除された状態を示
す図である。図４は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図で
あり、ガイド部材が原稿に押圧されて案内位置に向けて移動している状態を示す図である
。図５は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガイ
ド部材が規制位置に向けて移動している状態を示す図である。図６は図２のＡ－Ａ断面図
であり、図７は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の概略的構成を示す縦断面図であり
、図８は本実施の形態に係る画像形成装置の概略的構成を示す斜視図である。
【００１７】
　本実施の形態に係る画像形成装置１は、複写機であり、図８に示すように、原稿を画像
読取位置２０（図７参照）に給送する自動原稿給送装置３と、画像読取位置２０において
原稿の画像を読み取る画像読取部４と、画像読取部４により読み取られた原稿の画像を記
録媒体（用紙）に形成する画像形成部５と、画像形成部５に供給する記録媒体を収容する
給紙カセット７と、画像形成部５により画像形成された記録媒体が排出される排紙部１１
とを備えている。尚、画像形成部５には、感光体ドラム等を有し用紙にトナー画像を転写
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する転写部と、用紙に転写されたトナー画像を定着する定着部とが設けられている。画像
形成装置１には、装置内の駆動手段等を制御する制御部と、制御部に給紙信号等の操作信
号を送信する操作パネル３６とが設けられている。
【００１８】
　自動原稿給送装置３は、画像形成装置１の上部に搭載されており、ヒンジにより画像形
成装置本体に対して開閉可能に設けられている。
【００１９】
　自動原稿給送装置３には、図７に示すように、原稿Ｔ（一枚の用紙又は複数枚の用紙が
束になったもの）が差し込んでセットされる原稿トレイ（原稿セット部）１３が設けられ
ている。原稿トレイ１３の原稿搬送方向下流側には、原稿トレイ１３にセットされた原稿
Ｔを送り出す呼出ローラ１５と、呼出ローラ１５により送り出された原稿Ｔから最上位原
稿のみを分離して給送する分離給送部１７とが設けられている。分離給送部１７の下流側
には、分離給送部１７により給送された原稿を画像読取位置２０に案内する第１搬送路Ａ
と、画像読取位置２０を通過した原稿Ｔを下流側に案内する第２搬送路Ｂとが設けられて
いる。第２搬送路Ｂの下流側には、第２搬送路Ｂによって案内された原稿の搬送先を切り
換える切換爪２１と、切換爪２１によって案内された原稿をスタックする排出部２３と、
切換爪２１によって案内された原稿をスイッチバックする反転ローラ対２４а、２４ｂと
が設けられている。切換爪２１の先端付近から第１搬送路Ａまでには、スイッチバックし
た原稿を第１搬送路Ａに合流させる第３搬送路Ｃが設けられている。尚、画像読取位置２
０の上流側には、分離給送部１７から給送されてくる原稿を画像読取位置２０に向けて搬
送する読み取り入口ローラ２７が設けられている。第２搬送路Ｂの下流側には排紙ローラ
３１が設けられている。
【００２０】
　原稿トレイ１３は原稿搬送方向上流側から下流側にかけて下がるように傾斜して設けら
れている。
【００２１】
　原稿トレイ１３の原稿搬送方向下流側には、原稿トレイ１３上の原稿の有無を検知する
原稿センサ１２が設けられている。原稿センサ１２は、光学センサであり、制御部に接続
されている。
【００２２】
　原稿トレイ１３の原稿搬送方向下流側の端付近から分離給送部１７付近までには、傾斜
面１６が形成されている。呼出ローラ１５により送り出された原稿束の先端がこの傾斜面
１６に当接して、原稿束が捌かれるようになっている。
【００２３】
　分離給送部１７は、原稿トレイ１３から送り出された原稿Ｔから最上位の原稿を給送す
る給紙ローラ（給紙部材）３８と、給紙ローラ３８に当接して設けられ下位の原稿を最上
位の原稿から分離する分離ローラ（分離部材）４０とを有する。尚、給紙ローラ３８は分
離ローラ４０の上側に位置している。
【００２４】
　給紙ローラ３８は駆動軸６９に固定されており、駆動軸６９と共に回転するようになっ
ている。駆動軸６９は、自動原稿給送装置本体（以下、略して装置本体とする）に設けら
れた軸受け部に回転自在に支持されており、モータにより、図１において時計回りに回転
駆動されるようになっている。また、この軸受け部の上側は開放されており、駆動軸６９
は、軸受け部に対して着脱可能となっている。
【００２５】
　分離ローラ４０は、装置本体に回転自在に支持されており、トルクリミッタを介してモ
ータにより給紙ローラ３８の駆動方向と同じ方向（図１において時計回り）に回転駆動さ
れるようになっている。
【００２６】
　即ち、分離給送部１７においては、給紙ローラ３８が給紙方向（図１において時計回り
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）に回転して、分離ローラ４０が給紙方向と反対方向（図１において時計回り）に回転す
ることにより、分離ニップ（給紙ローラ３８と分離ローラ４０とのニップ）に送られた原
稿Ｔから最上位原稿のみを分離して給送するようになっている。尚、分離ローラ４０に掛
かるトルクが所定値を越えると、トルクリミッタにより、分離ローラ４０への駆動が伝達
されなくなり、分離ローラ４０は原稿に連れ回りする（図１において反時計回りに回転す
る）ようになっている。
【００２７】
　給紙ローラ３８の駆動軸６９には、呼出ローラ１５の保持部材３３の原稿搬送方向下流
側の端部が支持されており、保持部材３３は駆動軸６９を支点に回動可能となっている。
【００２８】
　呼出ローラ１５は保持部材３３の原稿搬送方向上流側の端部に回転可能に軸支されてお
り、保持部材３３の回動により、原稿トレイ１３にセットされた原稿Ｔに当接する当接位
置と当接位置上方の待機位置との間を移動可能となっている。保持部材３３は、ギヤ等の
駆動伝達部材を介してモータにより駆動されるようになっており、制御部により制御され
るようになっている。呼出ローラ１５は、モータにより、図１において時計回りに回転駆
動されるようになっており、制御部により制御されるようになっている。
【００２９】
　呼出ローラ１５と給紙ローラ３８との間には、呼出ローラ１５により送り出された原稿
を分離ニップ（給紙ローラ３８と分離ローラ４０とのニップ）に向けて案内するガイド部
材３５が支持されている。
【００３０】
　ガイド部材３５は、板状の部材であり、アーム部材３７、３７の先端部に連結部材３４
、３４を介して回動自在に保持されている。各アーム部材３７の基端部は、給紙ローラ３
８の駆動軸６９に支持されており、各アーム部材３７は駆動軸６９を支点に回動自在にな
っている。
【００３１】
　更に詳述すると、図６に示すように、各アーム部材３７の先端部には円柱状の貫通孔３
７аが形成されており、各連結部材３４の一端部には、貫通孔３７аに摺動可能に嵌合す
る円柱状の突起３４аが形成されており、各連結部材３４の他端部はガイド部材３５に固
定されている（図１参照）。
【００３２】
　アーム部材３７には、ガイド部材３５の時計回りの回動（ガイド部材先端部の原稿搬送
方向への回動）を阻止する阻止部３０が設けられている。
【００３３】
　阻止部３０は、アーム部材３７の下部に且つ給紙ローラ３８の外周よりも外側に突設さ
れており、ガイド部材先端部の移動軌跡に位置している。即ち、ガイド部材３５が時計回
りに回動してその先端部が阻止部３０に当接すると、ガイド部材３５はそれ以上時計回り
に回動しないようになっている。これにより、ガイド部材３５と給紙ローラ３８との干渉
が防止されている。
【００３４】
　また、阻止部３０は、ガイド部材３５先端部が阻止部３０に当接した状態で原稿を分離
ニップに向けて案内するときに、原稿先端の分離ニップへの進入角が、原稿先端が分離ニ
ップに進入し易い角度になるように、位置を設定されている。
【００３５】
　自動原稿給送装置上部には、装置本体に対してヒンジにより開閉可能な給紙カバー（カ
バー部材）１８が設けられており、装置内部を露出可能となっている。呼出ローラ１５を
保持した保持部材３３と給紙ローラ３８とガイド部材３５は一体のユニットとして給紙ロ
ーラ３８の駆動軸６９に取り付けられており、給紙カバー１８を開いて、このユニットを
給紙ローラ３８の駆動軸６９と共に装置本体に対して着脱可能となっている。
【００３６】
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　呼出ローラ１５が待機位置に位置しているときに、ガイド部材３５は保持部材３３によ
り基端を上にして略垂直状態に係止されるようになっている。尚、ガイド部材３５が略垂
直状態のときには、アーム部材３７は略水平状態になっている。
【００３７】
　更に、詳述すると、ガイド部材３５は、図２に示すように、被係止部３９、３９を基端
部に有しており、保持部材３３は、被係止部３９、３９に係止する円柱状の下係止部（係
止部）４１、４１及び円柱状の上係止部（係止部）４３、４３を有している。
【００３８】
　被係止部３９は、図６に示すように、ガイド部材３５の先端側よりもガイド部材３５の
幅方向（原稿幅方向）に突設されている。
【００３９】
　下係止部４１、４１は、保持部材３３の内側面に突設されており、被係止部３９の原稿
搬送方向下流側（給紙ローラ側）の面の下部に当接している。
【００４０】
　上係止部４３、４３は、保持部材３３の内側面に突設されており、被係止部３９の原稿
搬送方向上流側（呼出ローラ側）の面の上部に当接している。
【００４１】
　即ち、被係止部３９は、下係止部４１と上係止部４３とに挟まれた状態になっており、
図２において、ガイド部材３５は時計回りの回動を規制されており、原稿トレイ１３にセ
ットされた原稿の先端を受ける（規制する）ようになっている。このように、ガイド部材
３５が原稿先端を規制する位置を規制位置とする。
【００４２】
　ガイド部材３５は、以下に説明するように、この規制位置と、原稿を分離ニップに向け
て案内する案内位置との間を移動するようになっている。
【００４３】
　自動原稿給送装置３の動作を説明する。先ず、原稿トレイ１３に原稿Ｔをセットする。
原稿Ｔのセットは、図２に示すように、略垂直状態となったガイド部材３５の先端３５а
側に、原稿先端を突き当てることにより行う。ガイド部材３５は、上述のように、被係止
部３９が下係止部４１及び上係止部４３に係止されて、図２において時計回りの回動を規
制されているので、原稿先端を受けることができる。原稿トレイ１３に原稿がセットされ
ると、原稿センサ１２から制御部に検知信号が送信される。操作パネル３６の給紙ボタン
を押すと、制御部３９に給紙信号が送信されて、呼出ローラ１５の回転駆動が開始される
と共に、保持部材３３が呼出ローラ１５を保持する側を下方向に回動して、呼出ローラ１
５が待機位置から当接位置へ回動する。このとき、図３に示すように、下係止部４１が被
係止部３９の斜め下方に位置して被係止部３９と下係止部４１との係止が解除される。回
動規制を解かれたガイド部材３５は、図４に示すように、呼出ローラ１５により送り出さ
れた原稿に原稿搬送方向上流側の面を押圧されて、上係止部４３に当接しつつ時計回りに
（矢印Ｐ方向に）回動を開始する。これと同時に、上係止部４３から被係止部３９に抗力
Ｆが作用しアーム部材３７に反時計回りの力のモーメントが生じて、アーム部材３７が反
時計回り（矢印Ｑ方向）に回動を開始する。そして、図１に示すように、ガイド部材３５
が阻止部３０付近まで回動したときに、ガイド部材３５の先端３５аが原稿に上側から当
接した状態で、原稿先端を分離ニップに向けて案内する。これにより、コシの弱い原稿や
先端がカールした原稿でも、原稿先端を確実に分離ニップに案内することができる。
【００４４】
　分離ニップに案内された原稿は、分離給送部１７により、最上位の原稿が、下位の原稿
と分離されて、第１搬送路Ａに給送される。
【００４５】
　分離給送部１７にて分離・給送された最上位の原稿は、第１搬送路Ａを通り、読み取り
入口ローラ２７により、画像読取位置２０に向けて搬送される。
【００４６】
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　第１画像面のみの読み取り（片面モード）の場合は、原稿は画像読取位置２０にて画像
情報を読み取られた後、第２搬送路Ｂを通過し、原稿排出位置にある切換爪２１（図８に
おいて実線で示した位置にある切換爪２１）に案内されて排出部２３に排出される。
【００４７】
　原稿の両面読み取り（両面モード）の場合、原稿は第１画像面を読み取るべく、第１搬
送路Ａを通って、画像読取位置２０にて画像情報が読み取られる。画像読取り後は、第２
搬送路Ｂを通り、原稿反転位置にある切換爪２１（図８において二点鎖線の位置にある切
換爪２１）により反転ローラ対２４а、２４ｂのニップに案内されて、正回転（時計方向
に回転）する反転ローラ２４аにより所定距離搬送される。
【００４８】
　第２画像面の読取り後そのまま原稿を排出する場合は、原稿は反転ローラ２４аの逆回
転（反時計方向の回転）によってスイッチバックされ、原稿排出位置にある切換爪２１に
案内されて第３搬送路Ｃへと送られる。原稿は、排紙ローラ３１の回転によって、第３搬
送路Ｃを通り、第１搬送路Ａを経て、第２画像面を画像読取位置２０にて読み取られ、第
２搬送路Ｂを経て原稿排出位置にある切換爪２１に案内されて排出部２３へ排出される。
【００４９】
　第２画像面の読取り後、再度反転してページ順序を合わせる場合は、原稿は、第２画像
面が読み取られた後、第２搬送路Ｂを経て、原稿反転位置にある切換爪２１により反転ロ
ーラ対２４а、２４ｂのニップに案内される。そして、反転ローラ対２４а、２４ｂによ
り再びスイッチバックされて、第３搬送路Ｃから第１搬送路Ａに向けて搬送される。第１
搬送路Ａ及び第２搬送路Ｂを通過した原稿は、原稿排出位置にある切換爪２１に案内され
て排出部２３へ送られて、原稿のページ順序が合わせられる。
【００５０】
　尚、画像形成装置１においては、給紙カセット７から画像形成部５に記録媒体が搬送さ
れる。画像形成部５において、画像読取部４により読み取られた原稿の画像が記録媒体に
形成される。画像形成された記録媒体は、排紙部１１に排出される。
【００５１】
　原稿が給紙ローラ３８により下流側に搬送されて原稿後端がガイド部材３５の先端３５
аを離れたときに、ガイド部材３５は自重により反時計回りに回動するが、図４に示すよ
うに、原稿が原稿トレイ１３に残っているうちは、ガイド部材先端３５аが原稿に接触し
てその回動が規制される。そして、呼出ローラ１５により送り出される次の原稿に押圧さ
れて再び阻止部３０付近まで回動してその原稿の先端を分離ニップに向けて案内する。
【００５２】
　このようにして、原稿トレイ１３にセットされた原稿が全て、分離・給送されたときに
は、原稿センサ１２から制御部に非検知信号（原稿を検知していない信号）が送信されて
、図５に示すように、保持部材３３の呼出ローラ１５を保持した側が上方に回動して、呼
出ローラ１５が当接位置から待機位置へ移動する。このとき、ガイド部材３５の被係止部
３９は保持部材３３の上係止部４３、４３と当接状態にあり、上係止部４３、４３の上方
への移動に伴い、ガイド部材３５とアーム部材３７の先端部が押し上げられる。そして、
ガイド部材３５が自重により反時計回り（矢印Ｒ方向）に回動すると共に、アーム部材３
７が自重により時計回り（矢印Ｓ方向）に回動して、ガイド部材３５は規制位置に移動す
る。
【００５３】
　本実施の形態の作用効果を説明する。本実施の形態によれば、ガイド部材３５により原
稿を給紙ローラ３８と分離ローラ４０とのニップ（分離ニップ）に向けて案内するので、
コシの弱い原稿や先端がカールした原稿でも原稿先端を分離ニップに確実に進入させるこ
とができる。従って、原稿の不送りやジャムを防止できる。
【００５４】
　ガイド部材３５が軸支されており案内位置と規制位置とに回動により移動するので、ガ
イド部材３５を案内位置に位置させて原稿を分離ニップに案内すると共に、ガイド部材３
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５を規制位置に位置させて原稿先端を規制することができる。
【００５５】
　ガイド部材３５は、呼出ローラ１５が待機位置に位置するときに保持部材３３の下係止
部４１及び上係止部４３により規制位置に係止されるので原稿トレイ１３にセットする原
稿の先端を受けることができる。また、呼出ローラ１５が待機位置から当接位置へ移動す
るときに、ガイド部材３５と保持部材３３の下係止部４１との係止が解除されるので、呼
出ローラ１５により送り出された原稿によりガイド部材３５を押圧してガイド部材３５を
案内位置に移動させることができる。
【００５６】
　給紙ローラ３８の駆動軸６９に回動自在に設けたアーム部材３７に、ガイド部材３５を
回動自在に設けて、保持部材３３にガイド部材３５に係止する上係止部４３と下係止部４
１とを設けて、ガイド部材３５を保持部材３３に連動する構成としたので、ガイド部材３
５を移動させる専用の駆動源を必要せず且つ部品点数を少なくできるので、コストダウン
を図ることができる。また、原稿トレイ１３にセットされた原稿を全て分離・給送した後
、呼出ローラ１５の当接位置から待機位置への移動に伴い、ガイド部材３５を自重により
規制位置に復帰させることができるので、次の原稿を原稿トレイ１３にセットするときに
、原稿先端を受けることができる。
【００５７】
　ガイド部材３５先端部は、原稿を案内するときに阻止部３０に当接するとその回動を阻
止されるので、ガイド部材３５と給紙ローラ３８との干渉を防止することができる。
【００５８】
　阻止部３０は、ガイド部材３５先端部が阻止部３０に当接して原稿を案内するときに、
原稿先端の分離ニップへの進入角が、原稿先端が分離ニップに進入し易い角度になるよう
に、位置を設定されているので、原稿先端の分離ニップへの進入を容易にすることができ
る。
【００５９】
　給紙カバー１８を開いて、給紙ローラ３８、呼出ローラ１５及びガイド部材３５を保持
した保持部材３３が、装置本体から着脱可能となっているので、給紙ローラ３８、呼出ロ
ーラ１５及びガイド部材３５のメンテナンス及び交換を容易に行うことができる。また、
この保持部材３３を取り外すことにより、分離ローラ４０の上方に作業スペースができる
ので、分離ローラ３８のメンテナンス及び交換を容易に行うことができる。
【００６０】
　画像形成装置１は、上述の効果を奏する自動原稿給送装置３を備えており、原稿の不送
り及びジャムを防止できるので、印刷効率の向上を図ることができる。
【００６１】
　次に、他の実施の形態を説明するが、以下の説明において、上述した第１実施の形態と
同一の作用効果を奏する部分には同一の符号を付することにより、その部分の詳細な説明
を省略し、以下の説明では上述の第１実施の形態と異なる点を主に説明する。
【００６２】
　第２実施の形態を、図９～図１６を参照して説明する。尚、図９は本実施の形態に係る
自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガイド部材により原稿先端を規制
している状態を示す図である。図１０は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送
部周辺の縦断面図であり、ガイド部材と保持部材との係止が解除された状態を示す図であ
る。図１１は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
ガイド部材により原稿を分離ニップに案内している状態を示す図である。図１２は本実施
の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガイド部材が規制位
置に向けて移動している状態を示す図である。図１３は本実施の形態に係る自動原稿給送
装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、分離ニップにてジャムが発生した状態を示す縦
断面である。図１４は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図
であり、分離ニップにてジャム発生後、給紙カバーを開く途中の状態を示している。図１
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５は本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、分離ニッ
プにてジャム発生後、給紙カバーを開いた状態を示している。図１６は本実施の形態に係
る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ジャム処理後給紙カバーを閉じ
た状態を示した図である。
【００６３】
　本実施の形態では、図９に示すように、連結部材３４、３４を設けておらず、ガイド部
材３５の基端部をアーム部材３７の先端部に軸支して、ガイド部材３５をアーム部材３７
に対して回動自在にしている。また、保持部材３３に上係止部４３を設けていない。
【００６４】
　ガイド部材３５の被係止部３９は、縦断面がＬ字状になっており、Ｌ字の一辺部（延出
部）３９аがガイド部材３５の回動支点よりも原稿搬送方向上流側（呼出ローラ１５側）
に延出している。
【００６５】
　Ｌ字の一辺部３９аの先端側上方における保持部材３３の内側面には、Ｌ字の一辺部３
９аに係合する円柱状の係合部４７が、突設されている。
【００６６】
　アーム部材３７の基端部には、トーションスプリング（付勢部材）４５が設けられてお
り、アーム部材３７の先端部が上方に回動するように付勢されている。
【００６７】
　給紙カバー１８の内壁面には、アーム部材３７の上方への回動を規制する回動規制部４
９が装置内部に向けて突設されている。
【００６８】
　即ち、給紙カバー１８を閉じた状態において、回動規制部４９がアーム部材３７の上面
に当接して、アーム部材３７が略水平状態を保つようになっている。
【００６９】
　これにより、上係止部４３を設けていなくても、下係止部４１によりガイド部材３５を
略垂直状態に係止して、時計回りの回動を規制することができる。
【００７０】
　本実施の形態に係る自動原稿給送装置の動作を説明する。原稿トレイ１３に原稿をセッ
トした後（図９参照）、保持部材３３の呼出ローラ１５を保持する側を下方に回動させて
、ガイド部材３５と保持部材３３との係止を解除すると共に呼出ローラ１５を原稿Ｔの上
面に圧接させて（図１０参照）、分離給送部１７に向けて原稿を送り出す。ガイド部材３
５は、先端３５а側を原稿に押圧されて、時計回りに回動して、原稿を分離ニップに案内
する（図１１参照）。原稿トレイ１３にセットされた全ての原稿が、分離給送部１７にて
分離・給送された後、ガイド部材３５は自重により、規制位置に向けて回動する（図１２
参照）。規制位置に復帰したガイド部材３５は、下係止部４１に係止されるので、次の原
稿をセットするときに原稿先端を受けることができる（図９参照）。
【００７１】
　次に、分離ニップにてジャムが発生した場合に、給紙カバー１８を開閉する動作を説明
する。図１３に示すように、分離ニップにてジャムが発生すると、保持部材３３の呼出ロ
ーラ１５を保持する側を上方へ回動させて、呼出ローラ１５を当接位置から待機位置に向
けて回動させる。この状態で、給紙カバー１８を開いていくと、回動規制部４９にアーム
部材３７の上面が当接しつつ且つガイド部材３５がアーム部材３７に対し反時計回りに回
動しつつ、アーム部材３７の先端部が上方向（反時計回り）に回動する。そして、被係止
部３９のＬ字の一辺部３９аが係合部４７に当接すると、ガイド部材３５が時計回りに回
動して（図１４参照）、ガイド部材３５の先端部が阻止部３０に当接してガイド部材３５
の時計回りの回動が阻止されると共にＬ字の一辺部３９аが係合部４７により図１４にお
ける矢印Ｇ方向に押圧されてガイド部材３５の反時計回りの回動が規制されて、アーム部
材３７の先端部の上方向への回動が規制され、ガイド部材３５とアーム部材３７はこの位
置で位置を保持される（図１５参照）。そして、更に、給紙カバー１８を開くと、回動規
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制部４９がアーム部材３７の上面から離れる。
【００７２】
　給紙カバー１８を開いて、ジャムになった原稿を除去した後、給紙カバー１８を閉じて
いくと、回動規制部４９が、アーム部材３７の上面に当接して、アーム部材３７を押し下
げていき、Ｌ字の一辺部３９аが係合部４７から離れて、ガイド部材３５が自重により反
時計回りに回動する。しかし、傾斜面１６に原稿が当接した状態で残っていると、ガイド
部材３５の先端３５аが原稿に当接してそれ以上反時計回りに回動しなくなる。アーム部
材３７の先端部が下方向に回動してくると、被係止部３９の原稿搬送方向上流側の面が下
係止部４１に当接して、ガイド部材３５は時計回りに所定量回動した状態で静止する（図
１６参照）。従って、給紙カバー１８を閉めるときに、ガイド部材３５で原稿を損傷する
ことはない。
【００７３】
　本実施の形態によれば、給紙ローラ３８の駆動軸６９に支持したアーム部材３７にガイ
ド部材３５を回転自在に設けて、保持部材３３に呼出ローラ１５が待機位置に位置すると
きにガイド部材３５に係止する下係止部４１を設けて、ガイド部材３５と保持部材３３と
の係止解除を保持部材３３の回動に連動させる簡易な構成により、ガイド部材３５を規制
位置から案内位置に移動させて且つ自重により案内位置から規制位置に移動させることが
できる。
【００７４】
　ジャム処理のために、給紙カバー１８を開いたときに、ガイド部材３５が阻止部３０に
当接した状態になっており、ガイド部材３５によりジャムとなった原稿の除去が妨げられ
ないので、ジャム処理が容易になる。
【００７５】
　尚、本発明は上述の実施形態に限定されず、その要旨を逸脱しない範囲で種々の変形が
可能である。例えば、画像形成部５は、記録媒体にトナー画像を転写する方式であるが、
これに代えて、インク吐出ヘッドから記録媒体にインクを吐出するインクジェット方式で
もよい。
【００７６】
　上述の実施形態では、給紙部材として、給紙ローラ３８を用いているが、これに代えて
、２つのローラに巻き掛けた無端状の給紙ベルトを用いても良い。
【００７７】
　上述の実施形態では、分離部材として、分離ローラ４０を用いているが、これに代えて
、板状の分離パッドを用いても良い。
【００７８】
　上述の実施形態では、阻止部３０をアーム部材３７に設けているが、これに代えて、阻
止部を、保持部材３３の内側面に且つ給紙ローラ３８の外周面よりも外側のガイド部材３
５の先端部の回動軌跡に立設しても良い。
【００７９】
　上述の実施形態では、ガイド部材３５を規制位置と案内位置との間を移動可能に設けて
いるが、これに代えて、ガイド部材３５を案内位置に固定して設けても良い。
【００８０】
　上述の実施形態では、給紙ローラ３８の軸受け部の上側が開放されているが、これに代
えて、例えば、軸受け部の周方向の一部がヒンジにより開放可能になっていても良い。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
イド部材により原稿を分離ニップに案内している状態を示す図である。
【図２】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
イド部材により原稿先端を規制している状態を示す図である。
【図３】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
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【図４】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
イド部材が原稿に押圧されて案内位置に向けて移動している状態を示す図である。
【図５】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
イド部材が規制位置に向けて移動している状態を示す図である。
【図６】図２のＡ－Ａ断面図である。
【図７】第１実施の形態に係る自動原稿給送装置の概略的構成を示す縦断面図である。
【図８】第１実施の形態に係る画像形成装置の概略的構成を示す斜視図である。
【図９】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ガ
イド部材により原稿先端を規制している状態を示す図である。
【図１０】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
ガイド部材と保持部材との係止が解除された状態を示す図である。
【図１１】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
ガイド部材により原稿を分離ニップに案内している状態を示す図である。
【図１２】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
ガイド部材が規制位置に向けて移動している状態を示す図である。
【図１３】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
分離ニップにてジャムが発生した状態を示す縦断面である。
【図１４】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
分離ニップにてジャム発生後、給紙カバーを開く途中の状態を示している。
【図１５】第２実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、
分離ニップにてジャム発生後、給紙カバーを開いた状態を示している。
【図１６】本実施の形態に係る自動原稿給送装置の分離給送部周辺の縦断面図であり、ジ
ャム処理後給紙カバーを閉じた状態を示した図である。
【符号の説明】
【００８２】
　１　　　　画像形成装置
　３　　　　自動原稿給送装置
　１３　　　原稿トレイ（原稿セット部）
　１７　　　分離給送部
　１８　　　給紙カバー（カバー部材）
　３３　　　保持部材
　３５　　　ガイド部材
　３７　　　アーム部材
　３８　　　給紙ローラ（給紙部材）
　３９　　　被係止部
　３９а　　Ｌ字の一辺部（延出部）
　４０　　　分離ローラ（分離部材）
　４１　　　下係止部
　４３　　　上係止部
　４５　　　トーションスプリング（付勢部材）
　４７　　　係合部
　４９　　　回動規制部
　６９　　　給紙ローラの駆動軸



(14) JP 2010-37097 A 2010.2.18

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(15) JP 2010-37097 A 2010.2.18

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】



(16) JP 2010-37097 A 2010.2.18

【図１６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

